On So-Cold Wild Chrysanthemums by 長谷川 鑛平
｢ 野 菊 ｣ 考
Ⅰ
秋もそろそろ深まる頃,路傍や田の睦の,すが
れたチガヤ (茅萱)やススキ (亡+)のくさむらに寄
り添って,野菊の自もしくは薄紫の小花の群れ咲
いているのを見かけると,うれしくなる｡黄色の
ものもある｡路傍から摘み取って帰った小菊を,
一輪ざしにさしておくと,水揚げがよいと直ぐに
しゃんと立ち上り,何日ももつ｡その小柄で,守
せぎすながら,しゃんと芯の一本通った健げさが
いっそう好ましくて,私は,野菊の散房花を見つ
けると,つい摘み取りたくなってしまう｡
一口にノギク(野菊)と言っても,はっきりそれ
と言い切れず,どうやらいろいろ種類もあるそう
なので,例によって,まず 『広辞苑』を開いてみ
た｡予期に反して,たった1行,
のぎく[野菊]①野に咲く菊｡②ヨメナの別称｡
とあるだけであった｡野菊とヨメナとは別のもの
ではなかろうか｡ちょっと不審なので,さっそく
｢よめな｣の項を見ると,
よめな 〔嫁菜〕キク科の多年草｡山野 ･路傍に
自生｡高さ50-60cm｡初秋の頃,淡紫色の頭
状花を開く｡若葉は食用｡ヨメ-ギ'｡ウ/､ギ｡
オ-ギ｡ノギク｡漢名,鶏児腸｡
とあって,ノギクともあり,さし画も入っている｡
(*F大言海』よめなの項に,｢古名,ウ-辛,オ-ギ,
今,ヨメ牙-ギ｣とあり,F日本国語大辞典』に｢よめ
がはぎ｣はあるが,｢よめはぎ｣は見出されぬ｡ヨメ-
ギは誤りではなかろうか｡)
*
最近の 『朝日新聞』(昨昭和56年10月17日)の
｢花の履歴書｣(湯浅浩史-進化生物学研究所-筆)
に野菊が取上げてあった｡
｢庭のキクに先立ち,野菊が美しい｡日本には
長 谷 川 鑛 平
野菊が豊富だが,大きくはキク属 〔キク科キク
属〕と,シオンやヨメナ類 (広義のアスタ 属ー)
にわけられる｡
栽培菊のような 〔形の〕葉とにおいを持つの
がリュウノウギクやシマカソギクやノジギクな
どのキク属｡一方,それを欠くのがヨメナやノ
コソギクやヤマシロギクなどで,花は紫系か白
花｡
伊藤左千夫の 『野菊の墓』は,薄幸の少女と
の淡い恋を措いた名作だが,その野菊は何で
あっただろうか｡(中略)原作の舞台となったの
は千葉県の矢切村,現在の松戸市｡政夫が採っ
て,民子が欲しがる野菊は,田のへりにはえて
いた｡民子の墓のまわりにも野菊は茂る｡湿っ
ぽいそのような場所を好む野菊は,分布上,カ
ントウヨメナであろう｡ヨメナに似るが,さら
に花は濃い紫色に咲く｡云云｡
ヨメナはあまりに身近すぎたのか,近年にい
たるまで栽培の記録はない｡
ヨメナに似るが,葉のざらつくノコソギクは,
江戸時代には栽培されていた｡云云｡
アスター属で,日本で最も古くから栽培下に
あったのはシオソ.12世紀のF今昔物語』には,
亡き父をいつまでも思い出すようにと,墓にシ
オンを植えた男の話がある｡これはシオンの中
国名の一つ ｢返魂革｣に基づく説話であろう｡
シオンは漢名の紫苑から由来した｡現在では千
葉県,中国地方,九州などで野生状態で見られ
るが,中国大陸やシベリアが原産地である｡云
云｡シオンは強健で,植え放しでも病虫害はあ
まりない｡｣
とある｡野生種のシオンはともあれ,シオンはふ
つう野菊のうちには数えられないO
*
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たまたま手もとに 『牧野富太郎植物記 Ⅰ-野の
花1･2』(あかね書房,1974)という子供向けの本
があったので,目次を通覧すると,｢野菊｣という
のはないが,｢野の花1｣に｢ヨメナ｣(107-110頁)
があった｡さっそく読んでみた.
春の摘み草としてヨメナ摘みが古くから行われ
ている｡ヨメナの若葉は食用としても美味で,独
特のかおりがある｡春のヨメナはゆでてお浸しに
し,またゴマ和えにもよく,汁の実,ヨメナ飯な
どもこころみられた｡ヨメナほ,引用記事にもあっ
たように,田の畦や川辺など,多少湿った所に生
えるものなので,秋の頃,うす紫の美しい小花を
つける｡このヨメナの花こそが野菊の代表的なも
のと,牧野博士はすこぶる当然のことのようにさ
れていた｡.
古くはり/､ギ,あるいはオ-ギと呼ばれ,今日
でも地方によっては/､ギナの名で呼んでいるとこ
ろもある,とある｡F万葉集』にウ-ギの出てくる
歌が2首ある｡二つとも牧野博士は言及しておら
れる｡一つは,柿本人麻呂が筑紫往遠の途上,瀬
戸内海,讃岐 (さぬき)の狭嶺鳴 (さみねしま)で
行きイトれの旅人の屍を見て詠んだ長歌 (ⅠⅠ-220)
の反歌2首の初めので,
妻もあらは つみてた(食)げまし 佐美(さみ)
の山 野の上 (-)のうはぎ [手渡疑] すぎに
けらずや (ⅠⅠ-221)
〔妻もいたならは摘んで食べもしように｡さみ
ね山の野のヨメナはたけてしまっているではな
いか- 沢潟久孝口訳〕
とあり,もう一つは,
春日野に 煙立つ見ゆ をとめらし 春野のう
はぎ [菟芽子]摘みて煮らしも (Ⅹ-1879)
〔春日野に煙の立つのが見える｡少女らが春の
野のヨメナを摘んで煮ているらしいな- 沢潟
久孝口訳〕
とあって,沢潟博士のF万葉集注釈』巻第2(497頁)
には,宇波疑 ･菟芽子がヨメナと推定されるにい
たった考証経過が詳しく述べてある｡もはや定説
となっているようである｡
『日本国語大辞典』(3-2)には ｢うはぎ 【葬
高】植物 ｢よめな (嫁菜)の古名｣とあって,万葉
集の前引,ⅠⅠ-221の人麻呂の歌が挙げてある｡
｢おはぎ｣の項 (4-2)の方が詳しく,F本草和
名Jに｢葬高菜---一和名於波岐｣とあり,F十巻本
和名抄』に ｢一日-崖両日,支草こ似テ香,糞 〔あ
つもの〕ニ作り之ヲ食ス｣とあり,源顕忠の ｢し
づのめがをはぎ摘てし春の野に夏は草根を分てや
とりぬ｣という歌が引いたりしてある｡F岩波古語
辞典』にも,｢うはぎ ヨメナの古名｡春の若葉が
香りがよく,食用｡｢のぎく｣とも｣とある｡
牧野博士は江戸の川柳にも言及され,
ソリヤ草だこれこんなのがヨメナ
ヨメナー買わしゃりませに道をきき
の二つがあげてある｡当時はヨメナを採って,呼
び売りして歩いた者もあったのであろう｡
ヨメナほ嫁菜で,およめさんのように美しい意
と牧野博士はされ 嫁菜に対して婿菜,ムコナと
いうのもある,とある｡ムコナとはシラヤマギク
Asterscaberの別名で,若い葉はやはり食べられ
るそうである｡『大言海』でも｢よめ-姫ノ如ク小
サキ意｣と注釈がっけてある｡シラヤマギクにつ
いては後に触れるが,ヨメナの学名はふつうKal-
imerispinnatlfidaKitamuraであるが,Asier
Iinumaeとする向きもある.これらのことについ
てはやはり後に触れる｡
*
牧野博士は続けて,野菊のなかまには,やはり
むらさき色の花をもつノコソギクや,ヨメナによ
く似ているが,花が薄むらさきでヨメナよりも薄
く,中には白い花のもあるユウガギクを挙げてお
られる｡
つまり野菊というのは,特定の草本をさす固有
名詞ではなく,一種,普通名詞的に,一定の条件
をそなえたもの- つまり,野生の,小花をつけ
る菊ないし菊疑似の複数の草本を,おおように,
ないしは大ざっはに,野菊-野の菊と呼び習わし
ているものであることがわかった｡そこで小学館
F万有百科大事典』19,｢植物｣の ｢野菊｣の項を
見ると,
野菊のぎく キク科シオン属 Asterのノコソ
ギク,ヤマシロギク,イナカギク,/､コネギク,
シラヤマギク,サワシPギク,など,ヨメナ属
Kalimerisのヨメナ,-ウガギクなどの総称,
とすこぶる無雑作に扱ってあって,｢頭花がキク
属に似ているので俗に野菊と呼んでいる｡夏か
ら秋に開花して,山野や野原をいろどっている｣
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と説明し,俳句では秋の季語に属するとして,
｢子狐の隠れ改なる野菊かな 蕪村｣の句が添
えてある｡ところでわが国にはキク科キク属に
属する野生種が20種あまりもある由で,野生の
菊である以上,これも ｢野菊｣と呼ばなければ
なるまい｡素人の私には植物分類学のややこし
いことは分らないが,野菊とははたして何か,
と素朴に頭をつっこんだところ,事態は単純化
するどころか,むしろ複雑化し,紛糾･混迷にお
ちいってしまいかねない仕儀になってしまっ
た｡
人事院総裁をつとめた佐藤達夫は,素人なが
ら植物にくわしく,画も上手なので,植物観賞
の著書が幾つかある｡その一つ 『植物誌- 袷
と文』(昭和41)は,-ウガギクを採り上げ,｢キ
ク科｡ふつう,野菊と総称されているもののひ
とつで,同じなかまのノコソギクやヨメナなど
とともに,秋の野みちには欠かせない花である｣
とあり,｢野菊の頬は,みなよく似ているが,ノ
コソギクとヨメナほ花が汲紫で,-ウガギクの
花は白っぽい｡そして枝がいくらか横に張って
いる｡野菊のなかまでは花李がいちばん早く,
場所によっては,立秋の前から咲いていること
もある｣とある｡牧野博士が野菊としてまずヨ
メナ,ノコソギク,-ウガギクの三つをあげら
れたのと,全く同様の発想法で,何の疑念もさ
しはさまれず,和名-ウガギクは,やさしい感
じから優雅菊とでも書くのかと思ったら,一般
には柚ケ菊,柚香菊と書かれる｡ただし別に柚
千(ユズ)の匂いがするわけでもない,と程程の
ユーモアも添えてある｡
ⅠⅠ
そもそも菊- 家菊属- は,学名 Chrysan-
themummonfoliumRamatueleというキク科
の多年草である｡属名のクリサソテムムは黄金
を意味する ch7ySOS と花を意味するanthemon
とを合せたもので,種名の mOnfolium はクワ
(秦)の葉に似たという意味をもつ Uolium:
葉)｡ラマツエルの命名｡そういえは,菊の葉は,
葉縁の切れこみがクワのそれにやや似ている｡
日本語のキクは浜名 ｢菊｣の音読みである｡漠
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字菊には音しかなく,訓はない｡漢字の構造と
しては,菊(キク)が音符で,クサカソム1)が草
本であることを示す｡菊は鞠 (キク･キュウ･ま
り)に通ずる｡鞠はあの蹴鞠のまりのことである
が,きわまる･きわまり･ふさがるという意味
もあって,窮 (キュウ･きわめる･きあまる)と同
字であるとされる｡事物の窮極,とどのつまり,
つまり最終を意味する｡李時診の 『本草綱目』
(明,1596年刊)に,キクはもろもろの花のうち,
年の一番終りに咲くところから菊と名づけられ
た,とある由である｡
キクの起原については多くの説がある｡北村
四郎は,中国大陸の北部から朝鮮半島にかけて
分布しているチョウセソノギクと,中国南部に
分布するシマカソギクとが,自然交配をして出
来たもので,その時代は唐代 (618-907年)か,
それ以前,場所は両種の共に自生している中国
中部であろうとしている｡時代が少し降り過ぎ
はしないかと愚考する｡チョウセソノギクは白
色花だが,中には桃,赤,紫色などの7ソトシ
アン系色素をもつものもある由｡シャカソギク
は黄色花で,カロチノイド系色素をもつ｡ノギ
クはふつう周辺の舌状花が白色ないし淡紫色系
であるが,中心の管状花はいずれも黄いろく,
アワコガネギクのように全体が黄色のものもあ
る｡現在の栽培菊(家菊)には7ソトシアソ系色
素をもつものも,カロチノイド系色素をもつも
のもあって,色彩はすこぶる豊富である｡
いずれにせよ主に朝鮮ノギクとシマカソギク
とが交雑して中国中部において出来たらしい｡
それが朝鮮を経て,大和時代に日本に伝わった
らしいと 『世界大百科事典』にある (春山行夫･
佐竹義輔)｡大和時代とは大和,つまり奈良盆地
に都があった時代 とい うことで,延暦 13年
(794)の平安遷都以前ということになる｡とこ
ろで丹羽鼎三は,種種古文書などを研究して,
キクが中国からもたらされたのは797(延暦16)
年ごろであるとしておられる由であるが,はた
してそ うであったとすれば,中国では唐代
(618-907)の中に含まれるので,前記,キクの
成立を唐代とする説とは矛盾しない｡しかし,
天平勝宝3年 (751)に成立したとされるわが国
最初の漢詩集 『懐風藻』にすでに若干,菊に言
及してある詩句が見出されるのを,何と受けとる
べきであるか｡
(1)境部王(天武天皇の孫,穂積皇子の子,養老
5-6年 (721-2)頃,25歳で没)の作 ｢五言,秩
夜山地二宴 (うたげ)ス｣1首に
峰二対(むか)イテ菊酒ヲ傾ケ,水二臨 ミテ桐琴
ヲ拍(う)ツ｡帰ルヲ忘レテ明月ヲ待ツ｡何ゾ憂
ェム夜漏 (やろう,漏は水時計)ノ深キヲ｡
とある.菊酒は菊花酒で,菊の花と菓とを穀頬に
混ぜてかもした酒の由であるが,それを九月九日
の重陽の節に飲んで,不祥をはらい,長寿をいの
るという中国の慣例が,もうはいってきていたの
であろうか｡文字上だけの空辞とは思われない｡
もっともすでにちゃんとした菊酒が用意してあっ
たのではなくて,あり合せの酒に菊の花びらを浮
かべて飲んだに過ぎなかったのかも知れない｡い
ずれにせよ ｢菊酒を傾け｣と,ちぁんと書いてあ
る｡
その山池というのは,貴人の邸宅の池泉や流水
を配した庭園のことであろうが,恐らくは当時,
政権 の座 にあって羽振 りの よかった長屋王
(676-729,天武天皇の孫,高市皇子)の,佐保の邸
館の庭園であったかも知れないと憶測される｡こ
の庭園ではしばしば宴会が催されたらしく,それ
に関説した詩が 『懐風藻』にはいくつか載ってい
る｡
その一つ(2)田中朝臣浄足の ｢五言,晩秋長王ガ
宅二宴ス,一首｣に ｢巌前こ菊気芳シ｣という句
があり､(3)長屋王自身の ｢五言,宝宅ニテ新羅ノ
客ヲ宴ス,一首｣に ｢桂山二余景下 り,菊浦落霞
鮮 (あざ)ラケシ｣〔香木桂のにおう山には残る夕
日の光が映え,菊のかおる浦には低くたなびく夕
やけの霞があざやかである〕という句が見出され
る｡
その同じ賀宴に列席したらしい(4)安部朝臣広庭
の｢五言,秋日長王ガ宅二新羅ノ客ヲ宴ス,一首｣
に ｢斯レ浮菊ノ酒ヲ傾ケ,膜ワク-転蓬ノ憂ヲ慰
メム｣という句がある｡ここのは正に,酒に菊の
花を浮かべひたしたもので,転蓬というのは,風
に飛ばされるヨモギのことで,客人のはるばるシ
ラギから来た遠路の旅のつかれを言ったものであ
る｡古代のレトリクはなかなか大げさで,凝って
いる｡
さらに(5)藤原朝臣宇合(藤原不比等の三男,737年
没,年44?),あの著名な宇合の｢七言,秋日左僕
射長王宅二宴ス,一首｣に ｢蘭ヲ露ラス白露未ダ
臭 (か)ヲ催 (うなが)サズ,菊二浮力ベル丹霞自ラ
芳 (におい)有 り｣の句がある｡
当時天下人であった長屋王の宏荘な邸館には,
流水 ･池泉のある手のこんだ豪華な庭苑があり,
その他泉のほとりに,当時唐から渡来したはかり
ですこぶる珍らしかったであろう菊が,すでに植
えられて,芳香をはなっていたものと考えてよさ
そうである｡そうなると丹羽鼎三の延暦 16-797
年移入説よりは,長屋王が突如失脚,自尽した天
平1-729年をめどとしても,70年程もさかのぼ
ることになる｡しかし,これはおそらく栽培菊-
家菊のことで,野生の菊はやはり,宮廷人の目に
はまだ遠かったことであろう｡しかし自生の野菊
はこのようなこととは関係なく,野原につつまし
くその色どりを添えていたことであろう｡F懐風
藻』よりは20-30年おくれて成立したとされる
『篤実集』に,ウ-ギをうたった作品が2首ある
ことは,先に触れた｡ウ/､ギがヨメナであり,し
かも,いずれも食用として言及されている｡だか
ら,野の花としてのヨメナが,野をいろどる野菊
として万葉人の意識の中にあったかどうかは,た
やすくは断じがたいものがある｡文字通りの菊へ
の言及は,『薦葉集Jには全 く見られない.
*
『懐風藻』に見る限り,菊はその美,その芳香を
観賞するよりも,菊酒として不祥をはらい,延命
長寿をもとめる呪術 ･俗信的関心に出たもので
あったかも知れない｡どうも菊は初め主として薬
用植物として紹介,移入されたものらしい｡927年
(延長5)撰上の 『延書式』には黄ギクが薬用とし
て献上された記録がある由である｡(今,食用にして
いるシュンギクも黄菊である｡)
770年頃成立したF万葉集』には,菊への言及は,
叙上ヴ/､ギに関してはともかく,全くない｡905年
の F今古集』や1000年頃成立した F源氏物語』の
時代になって,ようやく菊は文芸作品に採りあげ
られるようになった｡F源氏物語Jに現われる草本
は,ナデシコ24回,キク20回,オミナ-シ15回
で,菊は実に第2位を占めている｡
初めて菊花の宴の催されたのは,天武天皇の
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14(686)年9月のこととされる｡『日本書紀』巻第
29,天武天皇 14(686)年｢九月の甲辰の朔壬子に,
天皇,旧宮の安殿の庭に宴(とよのあかりきこしめ)
す｣とあり,｢日本古典文学大系｣本の頭注に｢類
祭国史はこの宴を歳時部九月九日(重陽の宴)の項
の最初に掲記する｣とある｡9月9日ではなく,
正しくは9月1日(朔-ついたち)に,皇太子草壁
皇子以下,大津 ･高市 ･川島･忍壁の諸皇子も参
会した相当盛大なパーティであったらしいが,9
月9日ではなく,別に東陽の宴とはことわってな
い｡こじつければ,ここらあたりを重陽の節会の
始まりとしてよいだろう,という程度のことでは
あるまいか｡
かつては陽数,すなわち奇数は偶数よりもめで
たい数字とされ,その陽数の最も大きいものが9,
その9が九月九日は二つ重なるので,めでたい上
にもめでたい,そこで重陽として貴重した｡だか
らこの日は野外に宴還して,菊酒を興し,悪気邪
気を払い,延命長寿をことほいだのである｡
ちなみに奇数の重なる旧暦 1月1日(人目),3
月3日(上巳),5月5日(端午),7月7日(七夕),
9月9日 (重陽)をごせっく (五節句･五節供)と
言うことは,言うまでもない｡但し1月だけは1
月7日に移して,｢ななくさ｣と称し,七種粥 (な
なくさがゆ)を祝う習iっしとなった｡
ⅠⅠ
野菊といえは,俳句の好対象であって,秋の季
語に属する｡全国に遍在する俳人たちが,それぞ
れ郷土のいわゆる野菊を採り上げて句作している
のであろうと見当づけて,身辺の歳時記をのぞい
てみた｡期待通り若干の言及を見出すことができ
た｡たとえば,角川書店編,合本 叩F句歳時記』
新版 (昭和49)には
｢野菊 のぎく
｢山野に自生する菊の総称｡〔1〕泡黄金菊 (ア
ワコガネギク)を別名野菊といい,また 〔2〕野
路菊(ノジギク)を野菊という場合もあるが特定
のものではない｡野路菊は栽培菊の学問上の原
種で,花は白色,まれに帯黄色で中心が黄いろ
い｡泡黄金菊は泡のように黄色の小花をつける｡
このほか 〔3〕油菊 (アプラギク),〔4〕野紺菊
(ノコソギ?),〔5〕磯菊 (イソギク),〔6〕浜
菊 (-マギク)などがある｡〔7〕柚ケ菊 (-ウガ
ギク),〔8〕山白菊 (ヤマシPギク),〔9〕沢白
菊(サワシロギク)など嫁菜に似ており,〔10〕藍
菊 (アイギク)は土佐,〔11〕薩摩野菊 (サツマノ
ギク)は薩摩,〔12〕虹ケ浜菊 (ニジガ-マギク)
は周防の虹ケ浜にそれぞれ野生が多く,いずれ
も秋の山野を美しくいろどる｡｣
とあって,有名俳人の句が10句引いてある｡歳時
記などに引かれる句がどうしてこうまずいものば
かりか,私は日頃不審に思っているが,ここでも,
すべてここに改めて引きたくなるほどの作に乏し
い｡この歳時記の編者は嫁菜が野菊の代表的なも
のの一つであることに,ことさら目をふさいでい
る嫌いがある｡果然,｢嫁菜｣は別扱いして,春の
植物の部に挙げられているのであった｡
｢嫁菜 よめな 萩菜 ･をはぎ･よめがはぎ｣
｢多少湿気のある土地に生じる多年草で春の摘
み草の代表,茎の高さ30センチから45センチ
ぐらい｡あまり生長せぬうちに,わかい茎と葉
を摘んで,浸しものなどにして食べる｡菊に似
た香気があり,花は秋開くので,一般は野菊と
呼んでいる｡｣
とあって,例句4句｡いずれも摘み草としてのも
のである｡
しかし,叙上では,野菊の概念はまだつかめな
い｡雑然と列挙しただけである｡そこでもうー っ,
山口誓子編 『俳句歳時記 ･植物 ･秋』(カラーブッ
クス)を見てみた｡｢野菊のぎく 山野に自生する
小菊の総称｡花は白,黄,紫と色さまざまに秋の
野山を美しく彩る｡白色の小菊に兵庫県の郷土の
花野路菊 〔ノジギク〕があり,7-9月,可憐な
花が咲く嫁菜 〔ヨメナ〕も野菊とする｣とある｡
ヨメナと共に,ただ一つノジギクに言及してある
ことが注意を引く｡この歳時記にも10句,例句が
挙げてある｡この方がややまLである｡
*
野菊を考える上で俳句歳時記のほとんど役立た
ぬことを知って落胆した｡ここまでに分ったこと
は,一般にキクと称されるものには,野生ギクと
栽培ギク(家ギク)とがあり,その栽培ギクは主と
して観賞用に仕立てられたもので,開花期によっ
て夏ギク･秋ギク･寒ギクと分けられ,花の大小
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で大ギク･中ギク･小ギクと分けられ,更に形姿
によっていろいろとこまかく分校されている｡そ
の一方に料理ギク･薬用ギクというものもある｡
しかし,私の問題とするのは,いわゆる野菊であ
るが,野生ギクすなわち野菊と簡単には言えない
ようである｡というのは,私どもには,どうやら,
野菊というイメ-ジ,ないし擬似原型Pseud-Arc･
hetyPがもはや出来ていて,それにあてはめて暗
黙裡にこれは野菊,あれは野菊でないとしている
もののようであるからである｡
植物の分類はむつかしくて,私ども素人にはす
こぶる分りにくいが,ともあれキク科 Compositae
というのは,種子植物の中で最大の種数をもつ科
で,約900属,1万4000種が知られているとか｡
現在知られている種子植物全体の約10%にあた
る由で,分布もほは世界中にわたっているが,不
思議なことに熱帯雨林には余り見られない｡高山
植物から沼沢や海辺まで到るところに分布してい
るが,大部分は草本であるという｡信州の中高山
帯に見られるイワインチソは,まざれもなく高山
野菊である｡
キク科植物の何よりの特徴は,多数の花が集っ
て頭状花房をつくることである｡この頭花は周囲
を総旬という通常の花のガクにあたるものに包ま
れる｡つぼみのうちは頭花全体を押し包んで保護
する｡花柄の先端は平たい円盤状の花盤となり,
その多少盛り上った花盤の上に多数の小花が密集
するわけであるが,その配列は,外周から中心部
へ向かって求心的にびっしり並び,ふつう外周部
は舌状花群,中心部は管状花群である｡属によっ
てはタンポポのように頭花全部が舌状花でできて
いるものもあれば,アザ ミのように全部管状花で
あったりするものもある｡キク科は大別してキク
亜科 (Asteroideae又は Tublj7oTae)とタンポポ亜
科Lactucoideae(又はLigulj707ue)とに分けられる
由であるが,その主要な区別点は,前者が管状花
を主とするのに対し,後者は頭花全体が舌状花で
できていることである｡舌状花はふつう雌花で,
おしべがない｡これに対し管状花は,先端の二裂
した1本のめしべ(花柱)杏,5本のおしべがとり
囲んでいる｡種子は典型的な疫果(ソウカ)で,冠
毛をもつものが多い｡キク科の植物がこのように
多数の小花が密集してめだつ頭花をつくるのは,
昆虫を能率的に引きつけるためであって,虫媒花
の種子植物としては最も進化したものの一つと考
えられる｡
さて,今はタンポポ亜科は論外として,キク亜
科に属するものは,かなり多いが,菊,もしくは
野菊に関連のあるものだけを挙げると,まず,
1.シオン (コソギク)族-
シオン(コソギグ)属Aster,アキノキリンソ
ウ属Solidogo,ヒメジョオン属El'geron,ヒナ
ギグ属Belisなど.
2.キク族-
キク(クリサンテムム)属 Chrysanihemum,ノ
コギリソウ属Achilea,ヨモギ属A71tem太kl
など｡
3.キオン (サワギク)属-
キオン (サワギク)属Senecio,フキ属Pehzs-
ites,コウモt)ソウ属 Cacaliaなど.
と言ったところであろうか｡
問題は,結局シオン(アステル)属とキク(クリ
サンテムム)属に絞られそうであるが,シオン属か
らヨメナ煩を別属扱いにしてヨメナ属Kalimeris
を立てる仕方もあるようである｡この方に従う｡
キク属は大半が家菊として栽培菊で占められる
が,若干,野生種として ｢野菊｣の仲間にはいる
ものがないわけではない｡
*
そこでまずヨメナ属から始めることとする｡
(I)ヨメナ属Kalimeris
l.ヨメナ (嫁菜)Kalimeris Yomena Kita-
mura.(シオl/属としてはAsteryomena) ヨメ
ナについては冒頭に牧野富太郎博士の文章を相当
大量に引用したので,いささか重複のきらいなき
にLもあらずであるが,概説すると-
キク科キク族ヨメナ属の多年草｡原野や田のあ
ぜ,野道の路傍など,やや湿った肥料分の多い所
に生える｡地中に根茎があって,旺盛な繁殖力に
恵まれ,茎は高さ30-100cmに達し,紫色を帯び
ることが多い｡葉は互生し,技針形で,あらい鋸
歯があり,上面はなめらかで,ややつや(光沢)が
ある｡按針形 (ひしんけい)というのは,全体が細
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長くて先端がとがり,基部は逆にやや広くなって
いる形で,例えは竹の葉のような形である｡はじ
め葉や茎は軟 く,ふつう赤味を帯び,その頃摘ん
で食べると,一種の香りがあって,なかなか宜し
い｡やがて赤味が消え,いくらか紫色がかった緑
色になる｡すると,もう固くてとても食えたもの
でなくなる｡7-9月,分岐した枝の先に径2.5cm
ぐらいのうす紫の頭花を開く｡結実して痩果とな
り,剛毛状の短い冠毛がっく｡本州の東海地方か
ら四国,九州,南朝鮮に分布し,昔はその若葉を
好んで食べた｡摘み草といえは,ヨメナとヨモギ
が主な対象であった｡(ヨモギ属もキク属と同格の仲
間である｡)花はなかなか美しく,楚楚として可憐
なところから ｢嫁菜｣と名づけられたとも言われ
るが,つつましく,多少淋しげなところがやはり
捨てがたい｡
関東や東北地方に見られるものはカントウヨメ
ナと言って,花がひとまわり小さく,山菜として
は味と香りがやや劣る｡
2.ユウガギク (柚香菊)Kalimerispinnajida
Kitamura(AsterEnumae)
キク科キク族ヨメナ属の多年草o山野の日当り
のよい草地に生え,地下に長い根茎があり,∴茎は
高さ30-100cmになる｡葉は互生して薄く,卵状
長楕円形で,長さは7-8cm,茎の中程以下につ
くものは,羽状に中裂,または深裂するが,上部
や枝につく葉は披針状で,切れこみは浅い｡茎は
上部でいくつかに枝分れし,しかもその枝が斜め
に大きく張 り出すのが特徴である｡8-10月,そ
の四方に分岐した茎の先に多数の頭花を散房状に
つける｡頭花は径2.5cmの内外,周辺の舌状花は
白色または淡紫色,中心の管状花は黄色である｡
本州中部の近畿地方から北へかけての特産種で,
どちらかといえば山地に多い｡一部重なってはい
るが,西の代表とも言うべきヤマジノギク(3)と縄
張りを分け合っている｡(冨成忠夫F秋の花j野草-
ソドブック3,26頁)
(II),､マべノギク属Heteropappus
3.ヤマ ジノギク (山路野菊)Heteropappus
hi*idus
山野に自生するキク科の越年革で,分類上,-
マべノギク属HeteropazQusに属する.取 りあえ
ずここに入れておく｡というのは,ヨメナ(1),-
ウガギク(2),ノコソギク(6)などと共に一般に野菊
と呼ばれるものの代表者の一つで,しかも,花が
大きくて最も美しいとする向き (冨成忠夫,F秋の
花j24頁)もあるからである.冨成は,アレノノギ
ク(荒れ野野菊)とも言うが,山路野菊の方が名前
としてよりふさわしいと言う｡関東地方より北を
-ウガギク(2)が支配しているのに対して,本州の
中部から四国,九州にわたって繁殖し,朝鮮,中
国にも分布 している由｡茎 は直立 し草丈 は
30-100cm,頭花は径3-5cm,野菊としては大き
めで,中心部の黄色の筒状花を,青味がかった淡
い紫色の舌状花の,長さ1.5-2.5cmのが取 り囲ん
で,見た目になかなか豊かである｡九州などでは
海岸から高みまでずっと生えていたりする｡海岸
のものは茎や葉が潮風に洗われてゴツクなり,一
見別種のように見えることもあるOヨメナによく
似ているが,特徴は,実につく冠毛が,舌状花の
ものはごく短く,筒状花のものが長いことで,花
を分解してみれば,たやすく確められると言う｡
4.-マべ ノギク (浜辺野菊)Heteropappus
h毎)idusLess.vcr.wenariusKitamura
2年草,海岸に生え,茎は根ざわから四方に倒
れて広がり,その先端に高さ20-30cmの茎が立
つ｡葉は互生し,縁に毛がある｡夏から秋にかけ
て7-10月,径3-5cmの大きめの頭花を開く｡
舌状花は紫色(藤色)で1列に並び,管状花は黄色
で,たっぷりある｡本州の中部,富山県より西の
日本海側と九州に分布し,海浜の砂地に自生するO
(ⅠⅠ)シオン属Aster
シオン属というからには,シオン属の野菊列伝
にはいる前に,とうしても一言,シオンそのもの
に触れておかなくてはならない｡
5.シオン (紫苑)Astertahm'cusL.t.
キク科の多年草｡日本 ･朝鮮 ･中国北部 ･シベ
リアに野生し,日本でも中国地方や九州地方の山
地に時に野生のものが見られる｡古くから人家に
ひろく栽培せられてきた｡茎は直立して高さ2m
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にも達し,葉と共にざらざらしている｡9-10月,
茎の上部に小枝を出し,多数の頭花を散房状につ
ける｡黄色の管状花の周りを,高貴な感じの淡紫
色の舌状花が取 りまき,見るからに楓爽としてい
る｡
(シオソに似てずっと小型のものにミヤコワスレ(那
忘れ)というのがある｡ミヤマヨメナ (深山嫁菜)
GymnがterSauatierL'Kitam.の栽培品種である.早
はりキク科の多年草であるが,草丈20-50cm,5-7
月,径3cmく･らいの頭状花をつける｡舌状花は紫色ま
たは白色,管状花は黄色で,形はヨメナによく似てい
る｡本州,四国,九州の特産であるが,疫巣に冠毛が
ないので別属とされる｡江戸時代から観賞用として,
庭や鉢に植えられている｡)
いずれも野菊の原型を思わせるが,栽培種だけ
あって,何となく栄養がよく,ゆたかで,特にシ
オンは2mも草丈があって,見上げ気味のところ
に散房花がっく｡これに対して野菊は野原の孤児
とでもいうか,やせて,茎も細いが,そのくせ針
金のように芯が強く,花もシオソに比べて小振り
で貧相ではあるが,孤高をほこるがごとく,小さ
いながら,しゃんと形をととのえて,雑草の中に
群れ咲くさまは,やはりあっぱれである｡庭に植
えてみると,茎は行儀わるくよろけたりするが,
花は型通りの小花をしゃっきりと開くので,可憐
である｡
6.ノコソギク (野紺菊)Asler ageylatOides
Turcz.ouaiusNakai.
キク科シオン属の多年草｡ふつう日当りのよい
野山に生える｡草丈は30-60cm,1mに達するも
のもある｡葉は互生し,卵状楕円形で,顕著な3
脈があり,表裏両面にかたい毛があって,ざらつ
く｡夏から秋にかけて多数の頭花を開く｡径2.5cm
内外で,中心の管状花は黄色で,これを取りかこ
む周辺の舌状花の色は,白っぽいのから紫に近い
のまでいろいろあって,美しい｡ヨメナ(1)によく
似ているので,混同されることが多い｡花を分解
してみて,長さ5mmぐらいの冠毛があれはノコソ
ギク,ほとんどなければヨメナである｡葉のざら
つくのもノコソギクの-特色で,ヨメナはなめら
かである｡疫巣には褐色の冠毛がある｡名前は｢野
に咲く紺菊｣の意味とあるが,｢残ん菊｣と私は取
りたい0本州 ･四国 ･九州に分布し,葉の広いも
のや狭いもの,花の色の変わったものなど,いろ
いろの型のものがある｡
栽培種のコソギク (紺菊)Aster ageratoides
Turcz.subsz).ouatusNakaif.horiensisOhwi
は,このノコソギクの改良種で,耐寒性多年草,
鉢植えもされる｡頭状花の径は約3.5cmでかなり
大きめで,中心の管状花の黄色を囲んで周辺舌状
花の濃紫色が目立つ｡
7.ヤマシロギク (山白菊)Asterageyaioides
Turcz.sabsp. leiophylusKitam.
キク科シオン属の多年草｡別名をシロヨメナ(白
嫁菜)というがヨメナ属 Kalimerisではない｡野
山の木かげを好んで生え,葺丈は30-70cmに達す
る｡葉 ･茎ともに黒緑色で,多少つやがあり,な
めらかなものとざらつくものとがある｡9-10
月,茎の頂に径約2cmの頭花を散房状につける｡
舌状花は白く,管状花は黄色で,紫がかったノコ
ソギクによく似ている｡ただ薬がやや細めで,葉
の基部は茎を抱かない｡本州 ･四国･九州 ･台湾
に分布する｡
これによく似たものに (7′)イナカギク (田舎
菊)がある.Astersemiamplexicaulis.キク科シオ
ン属の多年草,高さ50cm内外｡全草に白色の軟毛
が密生し,そのため浅緑色に見える｡葉は技針状
か長楕円形で,長さ6-12cm,下部が狭まって茎
をちょっと抱くような恰好につくのが特色で,前
者と区別できる｡管状花は黄色,舌状花は白色,
時に淡紫色で,本州の中部以西,四国 ･九州など
の,これは日当りのよい丘陵地や山地に多い｡
8.シラヤマギク(白山菊)AsterscaberThumb.
キク科シオン属の多年草｡山地の木かげや草原
に生えて,高さ80-150cm,なかなか草丈が高い｡
葉にも茎にも,葉は両面に,細毛があって,ざら
つくが,茎の下半分はなめらかで,うす白く粉を
ふく｡葉は卵形心臓形で,縁は鋸歯状,他の野菊
棟に比べて,ずっと幅広いのが特徴である.板出
薬の表面に無性芽のような虫こぶができることが
ある｡8-10月,多くの頭花を散房状につける｡
径2-2.5cm,黄色の管状花を白色の舌状花が取
り巻くが,その数は少なく,且つ不揃いで,イナ
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カギク(7′)に比べて何となく物淋しい｡しかし,
この歯の抜けたようなわびしきに,野菊特有のひ
なびた野性味を賞味するひともある｡日本全土,
朝鮮,中国にも分布している｡黄芽をムコナ(むこ
莱)と言って食用にもなる｡無論ヨメナに対しての
名で,東北地方ではムゴナと濁るところもある由
である｡
*
近縁種にサワシロギク･ゴマナ･ハコネギク･
ウラギクなどがある｡
9.サワシロギク (荏白菊)Aster rugulosus
Maxim.酸性の湿地に生え,草丈は50-60cm,シ
ラヤマギクに比べてずいぶん小さい｡葉は披針状
で細長く,上面の葉脈がへこんで,しわ状になっ
ている｡本州 ･四国 ･九州に分布｡
10.ゴマナ (胡麻菜)AsterGlehniFr.Schm.
var.hondoensisKitam.山の湿地に群生する多
年草で,高さ1-2mにも達する｡全体に細毛が
あって,ざらざらする｡夏から秋にかけて径 1.5cm
内外の頭花をたくさんつける｡胡麻菜の名は恐ら
くその長楕円形の葉の形によるのであろう｡
ll.-コネギク(箱根菊)〔ミヤマコソギク-潔
山紺菊〕AsterviscidulusMakino
多年生草本｡地下茎は横臥するが,旬枝も出す｡
直立,高さ20-60cm,項部で分枝し,7-10月,
散房状の頭花を多数つける｡径2-3cm｡管状花
は黄いろく,舌状花の花冠は紫色(または汚白色)0
本州中部,ひなたの山地に自生する｡
12.ウラギク (浦菊)〔-マシオン-浜紫苑〕
Astertn'poliumLinne
越年性草本(半地下植物)｡地上茎は高さ30-100
cm,無毛,葉は線状按針形で,やや肉質｡9-ll
月枝頭に頭花をつける｡径2cm内外｡管状花が多
く,黄色｡舌状花は紫紅色｡塩水のさす沼地,砂
地などに生え,北海道,本州,四国,九州に自生
する｡
ⅠⅠ.キク (ク リサンテムム)属
叙上,いわゆる野菊を追求してみると,キク科
キク属ではなくて,巨大家族を擁する同じキク科
には属するが,キク属とは並列する,しかし別個
のヨメナ属,シオン属,つけたいり的に-マべノ
ギク属に属するものが多く,しかも ｢野菊｣のイ
メージをきめているものがむしろヨメナ,ユウガ
ギク,ノコソギクであることが分って,ちょっと
驚く｡しかし,菊といえはやはりクリサソテムム
属で,栽培種がやはり,圧倒的であるにもかかわ
らず,野生種も必ずしも少なくはない｡ノジギク,
リュウノウギク,-マギク,全体が黄いろいもの
としてほアワコガネギク,イソギクなど,野菊と
しても重要なものが数数あるのである｡やはり舌
状花がアントシアン系の,白色ないし淡紫色のも
のが多いが,カロチノイド系の,管状花 ･舌状花
ともに黄いろいものは,この尾にしかないようで
ある｡われわれ素人の目に触れる種本では,学名
の添記してないのが通常なので,中には他属に属
するものが紛れ込まないとも限らないが,以下,
花の白,ないし淡紫色のものから,アト･ラソド
ムに列記してみよう｡
13.ノジギク(野路菊)Ch7ySanthemumjaPonese
Nakai
キク科キク属の多年草で,西日本の海岸の崖地
千,山麓に生える｡茎は高さ60-80cm,上部で小
枝に分れ,葉は円卵形で互生し,長さ3-5cm,
3-5片に欠刻し,裂片には少数の鋸歯がある｡
上面は深緑色であるが,下面に灰白色の毛が密生
していて,いかにも菊の薬である｡10-11月頃,
多数の頭花をつける｡径3-4cm,野菊としては
最も大きめのものに属し,舌状花はふつう白色で
あるが,黄色がかったものもある｡四国から九州
に分布する｡直径4cmという大きめの白い花が多
数群れ咲いて,海辺の崖地の一角に垂れ下がって
いる光景は,まことにみごとである｡栽培小菊の
懸崖作りは,この光景を,人工的に再現しようと
したものであろう｡
タイプとしては,四国や九州の太平洋側に生え
るものと,瀬戸内海沿岸に生えるものと2通りあ
る｡後者は葉の質が薄く切れ込みが多く,これを
セトノジギク(瀬戸野路菊)といい,兵庫県の県花
になっている｡太平洋側のは一般に葉の切れ込み
は少ないが,葉は特に厚めで,毛が多くて銀白色
を墨し,これをアシズリノジギク(足摺野路菊)と
言 う｡主として四国の西南部に分布する｡昭和
52(1977)年 12月7日付 ｢朝日新聞｣の ｢冬に咲
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く花｣欄に矢野勇の｢ノジギク｣という一文が載っ
ていた｡11月も終りに近い頃,四国南端足摺岬を
訪れた｡ヤブツバキの林の中の急な小路を下りて,
玉石のころがる浜べに出たところ,枯れ草の中に
ノジギクの-群れが咲いていた｡岩のすき間に板
をおろし,下に向かって垂れ下がった枝 ･枝に白
い花がいっぱい｡野菊と呼ぶにはあまりにも大き
く見事で,しかも,園芸種にはない一種の品格を
さえ感じさせた｡それにしてもノジギクとは,何
とこの花にふさわしい名前であることか｡牧野富
太郎博士の命名という｡花の大きさが3cm以上も
あり,がっしりした茎の上に群がって咲く｡菓裏
の銀白なのも人目をひく｡ リュウノウギク(14)のよ
うな心持ちさびしげな花を見つけた目には,ノジ
ギクは余りにも立派に見えた,と矢野勇は書いて
いる｡
14.リュウノウギク (竜脳菊)Chwsanthemum
makinoiMatsum.etNakai.
キク科キク属の多年草｡低山や丘陵地の日当り
のよい崖などに生え,茎の高さは40-80cm｡薬は
互生し,卵形で三つ切れこみがあり(3中裂),塞
部はくさび形である｡表面は濃い緑で綿毛におお
われ,裏面には灰白色の毛が密生している｡頭花
は径3cmで,野菊としては最も大きいものの一つ
で,管状花は黄色,舌状花は白色であるが,時に
淡紅色(ピンク色)をおびることがあって,中心花
の黄色とのコントラストが宜しい｡10月から11
月に枝先に群れ咲く.葉をもむと竜脳(ボルネオ-
ル)に似た香気がある｡竜脳は南方,ボルネオ,ス
マトラ原産のフタバガキ科の常緑喬木から採れる
もので,その香りは樟脳に似ている｡｢竜脳菊｣の
名のある所以である｡本州から四国,九州にまで
分布するとされるが,本州も主として福島県以南
と四国,九州の宮崎に見られ,東京付近にも多く
見られる.
15.-マギク (浜菊)Chrysanthemum nippon-
icumMatsum.
キク科キク属の多年草｡関東北部から東北地方
の太平洋岸に分布する｡南限は茨城県の日高市付
近で,海岸の崖などに生え,青森県にまで及んで
いる｡茎は50-100cm,下部は低木状であるが,
上部は柔らかく,やはり草本である｡密接して互
生する葉は,へら形,ないしサジ形で,上部に鋸
歯があり,肉質で厚く,表面にはつや(光沢)があ
り,葉柄はない｡舌状花は白色で,管状花は黄色｡
その花は野菊の仲間では最も大きく,直径5-6
cmもあり,見た目に美しいので,よく庭にも植え
られ,花屋の店頭にみかけることもある｡花後,
三角柱状の果実をむすぶOシャスター･デージー
Ch7ySanthemum Burbankiはこれとフランスギ
クとの交配種だと言われる｡
浜菊に海暗 (つなみ)は古き語り草 風生｡
16.コ/､マギク (小浜菊)ChrysanilumuEm yeZ-
oense Maekawa
同種のものに,同様の土地柄のところに生えるユ
-マギクがある｡関東北部,茨城県を南限として
太平洋岸に分布し,北海道に及んでいる｡海岸の
岩の上や草地に生え,-マギク(15)と混生している
ことが多いO長い板茎があり,茎は高さ10-50cm
で,その点,まさに小-マギクである｡縁に浅い
切れこみのある卵形の葉は,厚く,もとがくさび
形となっていて,長い葉柄のあるのが,-マギク
と区別されるもう一つの特徴である｡花は茎の先
に一つずつつき,管状花は黄色,舌状花は白色で,
径4-5cmと大振りではあるが,前者に比べてや
や小さく,文字通り小/､マギクであるが,またマー
ガレットにそっくりでもある｡その白色が後に紫
紅色に変わる｡花期は9月から12月｡(たまたま
マーガレットに言及したが,これも栽培種ながらCh-
1ySanthemumfnLteSCenSL.と称して,キク科キク属
に属する｡)
なお北海道日本海沿岸に生える17.ビレオギク
(ェゾソナレギク)Chwsanthemum uJeyrichi
Miyabeも-マギクの仲間である｡
18.サツマノギク (薩摩野菊)Ch7ySanthemum
satsumensisMak.
前出ノジギク(13)と同じ系統のもので,一連のノ
ジギクの学名上の母種である｡九州南部,鹿児島
県の西側にだけ分布し,海岸の崖などに生える｡
葉は切れこみが少なく,裏には銀白色の毛が密生
している点,四国のアシズリノジギクに似ている
が,花は黄色の管状花群を白い舌状花が取りまく
自野菊型で,直径が4-5cmもあって,ずっと大
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きく,これは本州北部の-マギク(l軌 コ′､マギク
(1馴こ匹敵するO写真で見る限り,舌状花の数が,
サツマノギクの方が少し少なめで,それだけあっ
さりしているように見える｡花 ･葉ともになかな
か立派で,ノジギクの仲間では最も格調の高いも
のである｡花期は11-12月で,初冬の菊である｡
*
同じクリサンテムム属に属するが,管状花も舌
状怪も黄いろくて,全体として黄いろい種に移る
ことにしよう｡
19.アワコガネギク(泡黄金菊)Chrysanthemum
bwealeMakino.
キク科キク属の多年草｡キクタニギク(菊谷菊),
アプラギク(油菊)とも言う｡茎は高さ1-1.5m
で,ずば抜けて高く,上部で分枝し,白色の毛で
おおあれる｡葉は羽状に深い切れこみがあって,
質はうすく,長さは5-7cm｡10-11月頃,初冬
に頭花を開 く｡管状花,舌状花ともに黄色で,頭
花の径は1.5cmぐらいで,かなり小さい｡その花
がいくつか,長長と伸びた細い分枝の先端にむら
がり咲く｡そこで泡黄金菊の名がついたのであろ
う｡花は花後,下を向く｡本州,四国,九州に分
布し,朝鮮,中国東北部にもある由｡多く山の谷
間に生育するので一名菊谷菊と呼ぶこともあるo
アブラギクとは,次に述べるシマカソギクもそう
呼ばれることもあるので,混同を避けるため,ア
ワコガネギク(一名7プラギク),シマカソギク(一
名アブラギク)と区別することになっている｡
20.シマカソギク (島寒菊)Chrysanthemum
indicumL.
キク科キク属の多年草｡晩秋の頃,少し山地に
はいると,日当りのよい傾斜地などにごく普通に
見られる野菊である｡草丈は30-80cm,葉は普通
の家菊に見られる典型的の菊の葉で,形式的に言
えば,卵形で長さ3-5cm,ふつう羽状に5裂し
ている｡10月から12月に,茎の上部に散房状に頭
花をつける｡頭花は径2.5cm内外,小振りではあ
るが,4cmに及ぶものもある｡舌状花はふつう黄
色であるが,白色のものもある｡本州の近畿から
西,四国 ･九州に分布し,朝鮮 ･台湾 ･中国にも
ある由｡栽培される園芸種の小菊は,このシマカ
ソギクとチョウセソノギクとの交配種が元になっ
ているともされる｡かつて花を油につけて薬用に
用いたことがあるので7ブラギク(油菊)の名があ
るとか｡-マカソギク (浜寒菊)とも呼ばれる｡
18.イソギク(磯菊)Chrysanthemumpacljicum
Nakai
19.シオギク(潮菊)Chrysanthemumshiu)ogiku
Kitam.
いずれもキク科キク属の多年草で,海岸の崖や
岩の上に生育する｡ただ分布するところが,イソ
ギクは関東地方から静岡県あたりまでと伊豆諸島
に限られるが,シオギクは紀伊半島にもみられは
するが,主に四国の徳島県の東海岸から,高知県
の室戸岬をまわって物部川までの海岸に分布して
いる｡イソギクが,晩秋の海岸の崖や岩の上を,
黄いろい花の群れで一面に埋めつくしている光景
は,四国のシオギクの美しさと,甲乙をつけがた
いと野草-ソドブック F秋の花』の著者冨成忠夫
は言っている｡イソギクの茎は,はじめ長い地下
茎を伸ばして横に這い,中ほどから斜めに立ち
上って,高さ30cmから40-50cmぐらいの草丈に
なり,多くの葉をつける｡この葉がまた特色のあ
るもので,倒按針形で,部厚く,長さ4-8cm,
下面が銀白色の徴毛でおおわれ,まるでビロウド
である｡それが縁をくまどって,更に若干表面に
まではみ出し,まるで白く覆輪をかけたように見
える｡いかにも潮風に堪えてきたという姿で,形
の面白さと相供って,この菊を一層風情のあるも
のにしている｡そしてその花であるが,むろん,
茎の上端に多数,散房状につくのであるが,周辺
花もふつうは舌状花にならない,つまり全部筒状
花ばかりであって,しかも中心花があざやかな深
黄色ときているので,目まで黄いろく染まる思い
をさせられる｡貴いろく,ふっくらした和菓子の
盛 り合わせを思わせる｡花期は10-11月｡葉も花
も美しいので,庭などにもよく栽培される｡
さて,シオギクであるが,生態はイソギクとほ
ぼ同じであるが,高さは20-40cm,葉は長さ4cm
ほどでやや小さく,裏はやはり銀白色のビロウド
で,それがあり余って縁に覆輪をかけたようにな
ることは,イソギク同様である｡花は逆にこのシ
オギクの万が一まわり大きく,舌状花は白色であ
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るが短小で日立たれず,ほは黄一色に見え,まる
で毛糸のボタンを集めたようで,やはり目を引く｡
*
以上,野菊とはいったい何なのか,と,ふと疑
問をもって,身辺にある非専門的な講書に当って
みた結果である｡そして,結局,『ジャポニカ』(『万
有百科大事典』)19『植物』479頁の ｢野菊のぎく｣
の項に,
｢キク科シオン属Asterのノコソギク,ヤマシ
ロギク,イナカギク,-コネギク,シラヤマギ
ク,サワシロギクなどと,ヨメナ属Kalimeris
のヨメナ,-ウガギクなどの総称｡頭花がキク
属に似ているので,俗に野菊と呼んでいる｡夏
から秋に開花して,山野や野原をいろどってい
る｣(佐竹義輔)
とあるのが,かなり妥当なところを言っているこ
とを再確認したものの,しかし,やはり片手落ち
であることを私は発見した｡なるほど,ノコソギ
ク,ヨメナ,-ウガギクは,いかにも野菊らしい
ものではあるが,キク科クリサンテムム属の,戟
培種でない野生種のうち,たとえは,白い花で取
囲まれるノジギク, リュウノウギクなども,りっ
はな野菊のはずである｡系統からいえは,むしろ
こちらの方が本家なのではないか｡-マギク,コ
-マギクとなると,海岸にだけ生えて,地域的に
も局地的過ぎることは否定できないが,葉の様子
などは,これらのものこそいかにも菊らしくある｡
そして野の菊にも,全体に黄いろいアワコガネギ
ク,シマカソギク(アプラギク),イソギク,シオギ
クなども,ある｡黄いろい中心の管状花群を取り
かこんで,白色もしくは淡紫色の周辺舌状花群が
放射状に展開している,あの明るく,ほほえまし
いノギクの く擬原型)を,放棄する,というより
ち,廓大して,黄一色の野の菊も,野菊の仲間に
入れてよいのではないか｡いや,これらも,れっ
きとした野菊であると私は考えるに至った｡
そこで結局,キク科クリサンテムム属の野生種
に,シオン属,ヨメナ属の若干が加わって,われ
われの常識のいわゆる野菊を構成している,と結
論するのが妥当であろうとするに至った｡
従って 『広辞苑』の ｢のぎく(野菊)(1)野に咲く
菊｡(2)ヨメナの別称｣は余りにも簡易に過ぎる処
理だし,『角川漢和中辞典』の ｢野菊,やぎく･の
ぎく,①野生の菊,②きく科の野草の俗称｣は,
これまた無雑作に過ぎる処理である｡しかし,野
菊は音としてほやはり｢やぎく｣が本来で,｢のぎ
く｣はいわゆる湯桶読 〔ゆとうよみ,2字の熟語漢
字の,上の字を訓で,下の字を音でよむ読み方〕であっ
た｡｢野に咲くクリサンテムム属の菊に,シオン
属 ･ヨメナ属の,花が菊に酷似した若干のものを
加えて,大ざっはに野菊という｣とでもすべきで
あろう｡角川 F合本俳句歳時記』の ｢山野に自生
する菊の総称｣という書き出しは,叙上見てきた
ところからは,無難ではあるが,しかし,やはり
大ざっばに過ぎる｡
子狐のかくれ顔 (がお)なる野菊かな 蕪村
野菊折る手許に低し伊豆の島
正岡子規 〔これはイソギク〕
百丈の断崖を見ず野菊かな 高浜虚子
〔ノジギクは海岸沿いの崖地に多い〕
曇り来し昆布干場の野菊かな 橋本多佳子
〔ノ､マギク,コ/､マギク?〕
渦潮をうちわたり来て野菊あり 五十嵐播水
〔徳島のセトノジギクか,土佐のアシズリノ
ジギクか?〕
*
最後に例の習慣から 『大言海』をのぞいて見た
ところ,驚いた｡
のぎく [野菊](1)古名,カ-ラヨモギ｡カ/､ラ
オ/､ギ｡今,又,千本菊｡よめなこ似テ,莫
ヤヤ薄ク小サク,尖 り多シ｡花こ一重,又,
八重アリテ,色,黄ナ リ｡(2)又,よめな(姉菜)
ノー 名｡(3)又,あぶらぎく(油菊)ノー 名｡
(2は めなの一名と,(3)あぶらぎく(-シマカソギク)
の一名は,問題はないけれども,これらを2,3
位に廻して,(1日~古名,カ/､ラヨモギ｣となって
いるのに引っかかった.カワラヨモギArtemishZ
copilah'sThumb.は同じキク科ではあるが,ヨモ
ギ属の多年草で,川原や海浜の砂地に生える｡草
丈30-90cm｡ヨモギの⊥種で漢方薬に用いられる
由｡カハラオ-ギは未詳｡オ-ギはヨメナの古名
なので,カワラヨメナとでもいうものがあるかと
検索してみたが見当らなかった｡千本菊はやはり
未詳｡千本槍 (セソボンヤリ)というキク科の多年
草LeibnitiziaanandriaNakaiというのは見出さ
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れるが,やはりくわしくは未詳｡
しかし,ともかくも,この記載によって,野菊
という名前が,今日のような意味で通用するよう
になったのは,どうも比較的新しいことのようで
あり,かつては,今の私には全く不案内である或
る意味で,｢野菊｣というのが使われた時代があっ
たのではないかと疑われる｡
『日本国語大辞典』｢野菊｣の項に方言に言及し
てある処がある｡それによると,アブラギク,リュ
ウノウギク､ノコソギク,ヨメナなどを野菊と総
称している地域はかなりあり,これは納得がいく
が,ヒメジョオンやオトコヨモギをも,野菊と言っ
ている地方も若干あることがわかる｡ヒメジョオ
ン(姫女苑)は,キク科のヒメジョオン属の多年草
En'geronannuuspers.で,よく似たハルジョオ
ン(春女苑)と共に,明治初年,北アメリカから渡
来した帰化植物で,今では広く全国に自生してい
る｡恐ろしく生命力のつよい雑草で,黄色の管状
花を白色,または淡紫色の舌状花がこまかく健気
に取 りかこんでいる様は,菊によく似ているが,
丸くととのい過ぎて何となく薄手で,菊の重厚さ
がない｡オ トコヨモギArtemisklJ'aponicaThu-
mb.はいうまでもなくヨモギの頬である.こうな
ると,キクイモやツワプキも顧みな仇恒i'ならぬ
かも知れない｡キクイモHelianthustubeT10SuSL.
も広い意味のキク科に属する帰化植物で,黄いろ
う花は若干菊に似ている｡しかし,草丈が1.5-3
mに達し,やはり草丈の高いシオンと共に,野菊
の可憐さがない.ツワブキFudugiumjaZ)onicum
Kitamuraもキク科の多年草で,花は菊型である
が,花も大き過ぎ,葉も違いすぎる｡ついでに言
えば,高山植物 のイワインチソは,Chrysan-
themumnLPestreMatsum.etKoidz.といって,
クリサンテムム属のれっきとした菊である｡見た
ところ,イソギクをそのまま南国の海浜の砂地か
ら亜高山帯の寒冷な岩場に移したみたいである｡
ただ葉がヨモギの葉を細くしたようなところが,
イソギクのいかにも菊らしい葉とは異なる｡しか
し,やはり菊は菊なので,葉裏には一面に銀色の
毛が生えている｡南アルプスや谷川岳などにも見
られるが,主として長野県の亜高山帯に自生して
いる｡丈は10-20cmで,舌状花がなくて管状花ば
かりで,黄いろく,手のこんだ小型の和菓子のよ
うである｡これは,高山植物化した野菊のわけであ
るけれども,高山に生えるので,野の菊の範噂か
らははみ出してしまった｡呼び名もけっこう異様
で,漢字でかくと岩菌蒜とむつかしく,岩の上に生
えるものという意味であるとか｡
*
〔追加ノート〕
余白ができたので蛇足を加えたい｡
F捜神記i(晋の干宝作,中国怪異小説の一つ)を読ん
でいて,菊酒に言及してある一章を寓見した｡
｢43.宮中の行事｣
｢九月には,茶菓〔しゅゆ,和名カワ-ジカミ〕
を腰にさげ,荏 (よもぎ)の料理を食べ,菊花の
酒を飲むと,長生きができると言われています｡
菊の花が咲いたときに,茎や葉といっしェに摘
んで,とうきびや米とあえて醸しておくと,吹
の年の九月九日になってやっとできあがり,そ
れを飲むわけです｡云云｡｣(東洋文庫10,竹田晃訳)
晋の時代といえば,西暦3-4世紀で,わが国
はまだ歴史時代にはいっていない｡その頃中国で
は既に重陽の節供が宮中行事となり,観菊の宴を
催し,菊酒を飲んで長寿をことほざ,祈厩するこ
とになっていたのであろう｡
それが新しがりやの日本の貴人に,きっそくま
ねされたらしいことを,本文では聖武天皇の頃の
長屋王 (684-729)の事跡にかけて言及した｡
*芙英(しゅゆ)-カワ-タカミというのに疑問
をもった｡というのは,茶菓は普通のグミ
と和訓して,よく生垣などに利用する,枝
に刺のある潅木で,春または秋,赤い実が
熟する｡十分熟したのは,食べてけっこう
おいしいが,未熟のうちは,しぶくて,舌
がザラザラになる感じ｡あれを私は連想せ
ざるを得ないので,ちょっと調べてみた｡
その結果ここの茶菓は呉某頁 (ごしゅゆ)の
略で,喬木で,和名カワ-ジカミ,九月九
日の重陽に高山に登ってこの実をとり,戻
にさしはさめば邪気をはらうことになると
か｡しかし｢捜神記｣では腰に下げるとなっ
ている｡
なお菊酒については,時代はずっと下るが,『苦
海1(津村綜庵著,15巻,寛政7年 (1795)自抜あり)巻
13に,言及がある-
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｢きく酒は壷に古酒をたたえ,壷のロー 盃に懸
る程に篭をつくり,篭の内にきくの花を,みつ
るほどつめて,壷をかたく封じ,静かなる所に
収め置き,来年夏至の後,開き飲むべし｡菊花
酒気に蒸れて,悉くしほれからび,その花の匂
い酒に移 りて奇味あり｡もっとも収むる時,篭
の底へ酒の及ばぬようにすべし｡若し酒にて篭
を潤さば,菊花くされて酒気佳ならず｡云云｡｣
なかなか手のこんだものであるが,F授神記』の
とは,かもし方がまるで違う｡私接ずるに,実際
は,多くは,あり合う酒に菊花ないし菊の葉をひ
たし浮かべて飲んだのであろう｡というのは,吹
に言及する菊水伝説と考え合わせると,花や葉が
しおれてしまってはよくないようだからである｡
謡曲に｢菊慈童｣(｢枕慈童｣)というのがある｡そ
の典拠は F太平記J巻第十三 ｢龍馬進奏ノ事｣に
あるとされる｡そこに菊水伝説がかなり詳しく述
べてある｡ 周の穆王 (はくおう) という伝説的聖
王のもとに,慈童の君という少年が仕えていて,
王にいたく寵愛せられていた｡その少量が或ると
き重大な過失をおかしてしまい,処罰は免れない
こととなったが,結局,死一等を減じて還流に処
せられることになった｡いよいよ流刑になるとき,
王は ｢法華経｣普門品にある二句の偏をひそかに
授けた｡帝城を去ること三百里の深山幽谷に流さ
れた慈童は,毎朝この二句の侭を唱えることとし
たが,備忘のため,身近に見出された野菊の下葉
にその文を書きつけた｡その野菊の葉におのずか
ら露が宿る｡それが僅かにこぼれて,谷川の水に
したたる｡ところがその二句の侭の霊験によって
か,谷川の水がことごとく霊薬となり,味わい甘
露のごとく,あたかも百味の珍にもまさった,とあ
る｡日頃これを飲で渇を医した悪童は,日日の健
勝を得たのはかりではなく,不老長寿をも得て仙
人となった｡あの有名な彰祖がそれで,寿800年
であったと言われる｡その谷川の水を飲料水とす
る民300余家も,その余洋をこうむって,無病息
災,いずれも不老不死の上,寿を保った,とある｡
ところで謡曲 ｢菊慈童｣は話を魂の文帝の時代
のこととしてある｡親の文帝の臣下が帝の宣旨を
奉じて深山幽谷に分け入ったところ,齢700歳な
がら,みずみずしい少年の体の怪人に行き合うと
いうことになっている｡
このようにして菊の雫,菊の露,菊水,ないし
菊の酒と不老長寿との関連は伝説として,遠 く今
日にまで及んでいるのである｡
*
子狐のかくれ疏なる野菊かな
という蕪村の句は,先に引いた｡日本古典文学大
系 F蕪村集Jの頭注には,｢子狐と野菊との取合わ
せ｡可憐なる野趣｣と,蕪村の偶然な思いつきの
ように扱ってあるが,狐と野菊とは,それ以上に,
どうやら,何らかの親縁関係があるようでもある｡
というのは,あの信田妻の葛の菓狐が,ついうっ
かり野千の正体を露わしてしまったのは,まがき
に生えまつわる野菊にうっとり見とれてであっ
た｡今,浄るり ｢信田妻｣から関連のところを引
用してみよう｡葛の菓狐の説話というのは,つま
り,危いところを助けられた女狐が,報恩の一つ
として,女人に化けて恩人阿部の保名の妻となっ
て,信田の森に住み,幸福な家庭生活をいとなむ｡
｢頃Lも今は,秋の風,ふくろう松桂の枝に鳴
きつれ,孤,蘭菊の花に,かく捷むとは,古人
の伝えしごとく,この女房, 庭前なる範 (まが
き)の菊に心を寄せLが,咲き乱れたる色香にめ
でて,ながめ入り,仮りの姿をうち忘れ,あら
ぬ姿と変じつつ,しばし時をぞ移しける｡--｣
そこを,わが子に,見とがめられ,ついに人間界
に棲みはたし得なくなり,
恋いしくは,尋ね来て見よ,和泉なる,信太
の森の,うらみ葛の葉
の歌を,かたわらの障子に書き残して姿を消して
しまった｡
ところで F自民文集J 凶宅詩というのに,｢島
松桂ノ枝二鳴キ,狐蘭菊ノ叢二歳 (かく)ル｣とい
う句があり,この詩が先程の引用句に,古人の伝
へしごとく,として言及してあり,謡曲で同じく,
狐を扱っている｢殺生石｣にも,｢ふくろう松桂の
枝に鳴きつれ,狐蘭菊の花に隠れ住む--｣と,
又侯引用してもある｡そしてこの ｢蘭菊｣はむろ
ん,らんと菊,蘭草であって,和名フジバカマ,
秋の七草の一つで,キク科の多年草で野菊と関連
がなくもない｡やはり芳香があって,昔は同じく
芳香のある菊と並び称されたもののようである｡
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